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演習問題１ 
Excel2_practice_data2019.xlsx のシート「問題１」を開いてください。 

(1) それぞれの⼈物の３科⽬の合計点を、S で始まる関数を使って求めてください。 
(2) それぞれの⼈物の３科⽬の平均点を、A で始まる関数を使って求めてください。平均点

は、⼩数点第１位を四捨五⼊して整数で表⽰してください。 
 
(1) ”合計”を求める関数は［SUM 関数］でした。（テキスト p4） 

1. あいださんの合計点から求めていきましょう。セル［E2］をアクティブにします。
（テキスト p5） 

2. 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。（図 1.1.1）
（テキスト p5） 

 

 
図 1.1.1 関数の挿⼊ダイアログボックスを開く 

 
3. ［SUM 関数］を選択します。（図 1.1.2）（テキスト p4） 

 

 
図 1.1.2 [SUM 関数]の選択 
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4. 合計点を求めるセルの範囲を選択します。（今回は［B2］〜［D2］）（図 1.1.3） 
（テキスト p7） 

 

 
図 1.1.3 合計点を求めるセル範囲の選択 

 
5. 「Enter」キーを押して合計点が算出されていることを確認しましょう。 
6. 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう。（図 1.1.4） 

（テキスト p14） 
 

 
図 1.1.4 オートフィルで残りの合計点を算出 
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(2) ”平均”を求める関数は［AVERAGE 関数］でした。（テキスト p7） 
1. あいださんの平均点から求めていきましょう。セル［F2］をアクティブにします。 
2. 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。（図 1.1.1） 
3. ［AVERAGE 関数］を選択します。（図 1.2.1）（テキスト p7） 

 

 
図 1.2.1 ［AVERAGE 関数］の選択 

 
4. 平均点を求めるセルの範囲を選択します。（今回は［B2］〜［D2］）（図 1.2.2） 

（テキスト p7） 
 

 
図 1.2.2 平均点を求めるセルの選択 
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5. 「Enter」キーを押して合計点が算出されていることを確認しましょう。 
6. 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう。（図 1.2.3） 

 

 
図 1.2.3 オートフィルで残りの平均点を算出 
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演習問題 2 
Excel2_practice_data2019.xlsx のシート「問題 2」を開いてください。 

(1) 下表の合計点、出席数をそれぞれ求め、合計点が 350 以上かつ出席数が 5 の時に合格 
を、それ以外では不合格を関数を使ってそれぞれ表⽰させてください。  

(2) 条件付き書式を使って上表の合格は⻘に、不合格は⾚に背景の⾊を変えてください。  
(3) フィルターを使って、合計点が⾼い順にソートしてください。 
(4) フィルターを使って、合格者だけを抽出してください。  
(5) フィルターを使って、国語が 80 点以上 かつ 合計点が 350 以上 の⽣徒を抽出して 

ください。 
 
(1) 合計点の計算には“合計”を求める［SUM 関数］を使います。（テキスト p.4） 

1． 江藤さんの合計点から求めていきましょう。セル［G2］をアクティブにします。 
2． 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。（図 2.1.1） 

 

 
図 2.1.1 関数の挿⼊ダイアログボックスを開く 

 
3． ［SUM 関数］を選択します。（図 2.1.2） 

 
図 2.1.2 ［SUM 関数］の選択 
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4． 合計点を求めるセルの範囲を選択します。（今回は［B2］〜［F2］）（図 2.1.3） 
 

 
図 2.1.3 合計点を求めるセル範囲の選択 

 
5． 「Enter」キーを押して合計点が算出されていることを確認しましょう。 
6． 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう。（図 2.1.4） 

 

 
図 2.1.4 オートフィルで残りの合計点を算出 
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   次に出席数を求めます。 
出席数を求めるためには［COUNT 関数］を使います。（テキスト p.13） 
1． 江藤さんの出席数から求めていきましょう。セル［H2］をアクティブにします。 
2． 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。（図 2.1.5） 

 

 
図 2.1.5 関数の挿⼊ダイアログボックスを開く 

 
3． ［COUNT 関数］を選択します。（図 2.1.6）（テキスト p.14） 

 

 
図 2.1.6 ［COUNT 関数］の選択 
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4． 出席数を求めるセルの範囲を選択します。（今回は［B2］〜［F2］）（図 2.1.7） 
 

 
図 2.1.7 出席数を求めるセル範囲の選択 

 
5． 「Enter」キーを押して出席数が算出されていることを確認しましょう。 
6． 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう。（図 2.1.8） 

（テキスト p.15） 
 

 
図 2.1.8 オートフィルで残りの出席数を算出 
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最後に合否判定を求めます。 
合計点と出席数から“合格”、“不合格”を判定します。 
合否判定には判定のための［IF 関数］と、 
複数条件（かつ）を指定するために［AND 関数］を利⽤します。（テキスト p.19） 
1． 江藤さんの合否から求めていきましょう。セル［I2］をアクティブにします。 
2． 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。（2.1.9） 

 

 
図 2.1.9 関数の挿⼊ダイアログボックスを開く 

 
3． ［IF 関数］を選択します。（図 2.1.10） 

 

 
図 2.1.10 ［IF 関数］の選択 
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4． ［IF 関数］の「関数の引数」ダイアログボックスが開きます。 
（図 2.1.11）（テキスト p.20） 

5． ダイアログボックスの「値が真の場合」の欄に「合格」と⼊⼒、「値が偽の場合」の
欄に「不合格」と⼊⼒します。（図 2.1.12） 
注意：「“”」は⾃動で⼊⼒されるので必要ないです。 

 

 
図 2.1.11 ［IF 関数］のダイアログボックス 

 

 
図 2.1.12 ［IF 関数］の引数⼊⼒ 
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6． 「論理式」の欄を選択し、左側のプルダウンリストから［AND 関数］を選択します。
（図 2.1.13） 

7． ［AND 関数］のダイアログボックスが開きます。（図 2.1.14） 
 

 
図 2.1.13 プルダウンリストより AND 関数の選択 

 

 
図 2.1.14 ［AND 関数］のダイアログボックス 
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8． ⼀つ⽬の条件である合計点 350 点以上を指定します。「論理式１」の欄を選択し、
「合計点が⼊⼒されているセル[G2]≧350」→「G2>=350」と⼊⼒します。（図 2.1.15） 

9． ⼆つ⽬の条件である出席数 5 ⽇を指定します。「論理式２」の欄を選択し、「出席数
が⼊⼒されているセル［H2］=5」→「H2=5」と⼊⼒します。 

 

 
図 2.1.15 ［AND 関数］の引数⼊⼒ 

 
10． 「OK」ボタンを押して「合格」と判定されていることを確認しましょう。 
11． 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう。（図 2.1.16） 

 

 
図 2.1.16 オートフィルで残りの合否判定を⾏なう 
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(2) 背景の⾊を変えるためには「条件付き書式」を使います。（テキスト p.27） 
1． 背景の⾊を変えたい範囲（［I2］〜［I6］）を選択します。（図 2.2.1） 

 

 
図 2.2.1 範囲選択 

 
2． 「ホーム」タブ→「条件付き書式」をクリックします。（図 2.2.2） 
3． 「セルの強調表⽰ルール」→「指定の値に等しい」をクリックします。（図 2.2.3） 

 

 
図 2.2.2 条件付き書式 

 

 
図 2.2.3 指定の値に等しい 
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4． 開いたダイアログボックスの「次の値に等しいセルを書式設定：」の欄に「不合格」
と⼊⼒します。 
「書式：」には「濃い⾚の⽂字、明るい⾚の背景」を選択します。（図 2.2.4） 

5． ⼿順１〜３までを繰り返します。 
 

 
図 2.2.4 「不合格」の背景の⾊を変更 

 
6． 開いたダイアログボックスの「次の値に等しいセルを書式設定：」の欄に「合格」

と⼊⼒します。「書式：」には「ユーザー設定の書式」を選択します。（図 2.2.5） 
 

 
図 2.2.5 「合格」の背景の⾊を変更_1 
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7． 「ユーザー設定の書式」のダイアログボックスが開きます。（図 2.2.6） 
 

 
図 2.2.6 ユーザー設定の書式 

 
8． 「塗りつぶし」タブをクリックし、⻘⾊を選択します。「サンプル」で選択した⾊を

確認し、「OK」をクリックします。（図 2.2.7） 
 

 
図 2.2.7 背景の⾊を指定 
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9． 「指定した値に等しい」ダイアログボックスで「OK」をクリックします。（図 2.2.8） 
10. 「合格」の背景が⻘⾊、「不合格」の背景が⾚⾊になっていることを確認しましょ

う。 
 

 
図 2.2.8 「合格」の背景の⾊を変更_2 

 
 
(3) 並び替えを使って、合計点が⾼い順にソートしましょう。（テキスト p.30） 

1． データベースの範囲［A1］〜［I6］を指定します。（図 2.3.1） 
 

 
図 2.3.1 データベースの範囲設定 
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2． 「データ」タブ→「並び替え」をクリックします。（図 2.3.2） 
 

 
図 2.3.2 並び替え 

 
3． 「最優先されるキー」のプルダウンリストから「合計点」、「並び替えのキー」のプ

ルダウンリストから「セルの値」、「順序」のプルダウンリストから「⼤きい順」を
選択し、「OK」をクリックします。（図 2.3.3） 

 
図 2.3.3 並び替えの条件を指定する 

 
4． 合計点の⾼い順に並んでいることを確認しましょう。（図 2.3.4） 

 

 
図 2.3.4 並び替えの結果 
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(4) フィルターを使って、合格者を抽出しましょう。（テキスト p.31） 
1． データベースの範囲［A1］〜［I6］を指定します。（図 2.4.1） 
2． 「データ」タブ→「フィルター」をクリックします。 
3． 「合否」の横にある「▼」をクリックし、プルダウンリストを表⽰します。（図 2.4.2） 

 

 
図 2.4.1 フィルターを選択 

 

 
図 2.4.2 フィルター条件 
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4． （すべて選択）からチェックを外し、「合格」にチェックを⼊れます。（図 2.4.3）
「OK」をクリックして合格者のみが抽出されていることを確認しましょう。 
（図 2.4.4） 

 

 
図 2.4.3 フィルター条件を設定 

 

 
図 2.4.4 「合格」のみを抽出した結果 
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(5) フィルターを使って、国語が 80 点以上かつ合計点が 350 点以上の⽣徒を抽出しましょ
う。（テキスト p.30, 32） 
1． データベースの範囲［A1］〜［I6］を指定します。（図 2.4.1）（テキスト p.30） 
2． 「データ」タブ→「フィルター」をクリックします。 
3． 「国語」の横にある「▼」をクリックし、プルダウンリストを表⽰します。（図 2.5.1） 
4． 「数値フィルター」→「指定の値以上」の順にクリックします。 

（図 2.5.2）（テキスト p.32） 
 

 
図 2.5.1 「国語」のフィルター条件 

 

 
図 2.5.2 「国語」のフィルターを設定する 
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5． 「オートフィルターオプション」のダイアログボックスが表⽰されるので、抽出条
件の欄に「80」を⼊⼒しましょう（図 2.5.3）。「OK」をクリックして国語の点数が
80 点以上の⽣徒が抽出されていることを確認しましょう。 

 

 
図 2.5.3 「オートフィルターオプション」のダイアログボックス 

 
6． 「合計点」の横にある「▼」をクリックし、プルダウンリストを表⽰します。 

（図 2.5.4） 
7． 「数値フィルター」→「指定の値以上」の順にクリックします。（図 2.5.5） 

 

 
図 2.5.4 「合計点」のフィルター条件 
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図 2.5.5 「合計点」のフィルターを設定する 

 
8． 「オートフィルターオプション」のダイアログボックスが表⽰されるので、抽出条

件の欄に「350」を⼊⼒しましょう（図 2.5.6）。「OK」をクリックして合計点が 350
点以上の⽣徒が抽出されていることを確認しましょう。最終的に国語が 80 点以上
かつ合計点が 350 点以上の⽣徒が抽出されていることを確認しましょう。（図 2.5.7） 

 

 
図 2.5.6 「合計点」のフィルター条件 

 

 
図 2.5.7 ⼆つの条件を満たす⽣徒の抽出結果 
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演習問題３ 
Excel2_practice_data2019.xlsx のシート「問題３」を開いてください。 

(1) 関数を使って単価表を参照し、各⽇付の商品に対応する単価を表⽰してください。 
（ヒント：VLOOKUP 関数を⽤いる） 

(2) 各⽇付の売上を表⽰してください。（ヒント：売上＝単価×数量） 
(3) 条件付き書式を使って、⼀⾏おきに売上表に⾊を付けてください。（⾊は何⾊でも構い

ません） 
(4) フィルターを使って、売上⾦額の⾼い順に５⽇分抽出してください。（ヒント：[数値フ

ィルター]→[トップテン]で任意個の上位または下位項⽬を抽出できる） 
 
(1) 指定した列（垂直⽅向）から検索値を探す場合は[VLOOKUP 関数]を⽤いるのでした。 

（テキスト p23） 
1. １⽉１⽇の⼤根の単価から表⽰させましょう。セル［D3］をアクティブにします。 
2. 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。 
3. ［VLOOKUP 関数］を選択します。（図 3.1.1）（テキスト p24） 

 

 
図 3.1.1 ［VLOOKUP 関数］の選択 
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4. 検索値を選択します。（今回は［B3］）（図 3.1.2）（テキスト p25） 
5. 範囲を選択します。（今回は［$A$16:$B$20］）（テキスト p25） 
6. 列番号を選択します。（今回は 2）（テキスト p25） 
7. 検索⽅法を選択します。（今回は FALSE）（テキスト p25） 
8. ⼤根の単価が正しく表⽰されていることを確認しましょう。 
9. 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、結果を確認しましょう。（図 3.1.3） 

 

 
図 3.1.2 ［VLOOKUP 関数］の引数の設定 

 
図 3.1.3 オートフィルで残りの欄を表⽰する 
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(2) 売上＝単価×数量です。 
1. １⽉１⽇の⼤根の売上から計算しましょう。セル［E3］をアクティブにします。 
2. セル［E3］に「=D3*C3」を⼊⼒し、「Enter」キーを押します。（図 3.2.1） 

（テキスト p10） 
3. 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう。（図 3.2.2） 

 
図 3.2.1 １⽉１⽇の⼤根の売上を計算 

 

 
図 3.2.2 オートフィルで残りの欄を表⽰する 
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(3) ⼀⾏おきの⾊付けには、［MOD 関数］と［ROW 関数］を⽤いるのでした。 
（テキスト p27） 
1. ⾊付けしたい範囲を選択します。（今回は［A3:E12］）（図 3.3.1） 

 

 
図 3.3.1 ⾊付けする範囲の選択 

 
2. 「条件付き書式」→「新しいルール」を選択します。（図 3.3.2）（テキスト p27） 

 

 
図 3.3.2 条件付き書式から新しいルール 
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3. 「数式を使⽤して、書式設定するセルを決定」を選択します。（図 3.3.3） 
（テキスト p28） 

4. 今回は⾏番号３（奇数）から⾊付けしたいため、「=MOD(ROW(),2)=1」と⼊⼒し
ます。（テキスト p28） 

5. 「書式」→「塗りつぶしタブ」→好きな⾊を選択します。（テキスト p28） 
6. 最後に「OK」をクリックし、⾊付けができていることを確認しましょう。（図 3.3.4） 

 

 
図 3.3.3 新しい書式ルールの設定 

 
図 3.3.4 ⼀⾏ごと⾊付け 



29 
 

(4) 「売上」ボタンから「数値フィルター」→「トップテン」で上位 5 ⽇分を抽出します。 
（テキスト p30） 
1. 売上上位 5 ⽇分を抽出したいので、「売上」ボタンをクリックします。 

（テキスト p30） 
2. 「数値フィルター」→「トップテン」の順にクリックします。（図 3.4.1） 

 

 
図 3.4.1 「売上」ボタン→「数値フィルター」→「トップテン」 

 
3. “上位５項⽬”を指定します。（図 3.4.2） 

 

 
図 3.4.2 “上位５項⽬”を指定 
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4. 「売上」ボタンから「降順」を選択します。（図 3.4.3） 
5. 売上上位 5 ⽇分が抽出されていることを確認しましょう。（図 3.4.4） 

 

 
図 3.4.3 「降順」を選択 

 

 
図 3.4.4 売上上位 5 ⽇の抽出 
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演習問題 4 
Excel2_practice_data2019.xlsx のシート「問題 4」を開いてください。 

(1) 出席数を COUNTA 関数を⽤いて表⽰させてください。  
(2) 合計点が 350 以上かつ出席数が 5 の者を合格とし、合格者の⼈数を COUNTIFS 関

数 を⽤いて表⽰させてください。  
(3) 合格者の合計点を SUMIFS 関数を⽤いて表⽰させてください。  
(4) 不合格者の平均点を AVERAGEIFS 関数を⽤いて表⽰させてください。  
 
(1) 出席数の計算には“空⽩でないセルの個数”を求める［COUNTA 関数］を使います。 

（テキスト p.18） 
1． 相⽥さんの出席数から求めていきましょう。セル［H2］をアクティブにします。 
2． 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。（図 4.1.1） 

 

 
図 4.1.1 関数の挿⼊ダイアログボックスを開く 

 
3． ［COUNTA 関数］を選択します。（図 4.1.2） 

 

 
図 4.1.2 ［COUNTA 関数］の選択 
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4． 出席数を求めるセルの範囲を選択します。（今回は［B2］〜［F2］）（図 4.1.3） 
5． 「Enter」キーを押して出席数が算出されていることを確認しましょう。 
6． 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう。（図 4.1.4） 

 

 
図 4.1.3 出席数を求めるセル範囲の選択 

 

 
図 4.1.4 オートフィルで残りの出席数を算出 
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(2) 合 格 者 の ⼈ 数 を 計 算 す る た め に は “ 複 数 の 条 件 に 合 う セ ル の 個 数 ” を 求 め る
［COUNTIFS 関数］を使います。（テキスト p.16） 
1. セル［C10］をアクティブにします。 
2. 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。（図 4.2.1） 

 

 
図 4.2.1 関数の挿⼊ダイアログボックスを開く 

 
3. ［COUNTIFS 関数］を選択します。（図 4.2.2）（テキスト p.17） 

 

 
図 4.2.2 ［COUNTIFS 関数］の選択 
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4. 合計点が 350 点以上の⽣徒を抽出しましょう。「検索条件範囲１」の欄に合計点の
範囲（今回は［G2］〜［G6］）を指定し、「検索条件１」の欄に「“>=350”」と⼊
⼒します。（図 4.2.3） 

5. 続いて出席数が５の⽣徒を抽出しましょう。「検索条件範囲２」の欄に出席数の範
囲（今回は［H2］〜［H6］）を指定し、「検索条件２」の欄に「“=5”」と⼊⼒しま
す。「OK」をクリックして、計算結果を確認しましょう。 

 

 
図 4.2.3 ［COUNTIFS］のダイアログボックス 

 
(3) 合格者の合計点を計算するためには“条件に合うセルを抽出し、その合計を求める”こと

ができる［SUMIFS 関数］を使います。（テキスト p.22） 
1. セル［C11］をアクティブにします。 
2. 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。（図 4.3.1） 

 

 
図 4.3.1 関数の挿⼊ダイアログボックスを開く 
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3. [SUMIFS 関数]を選択します。（図 4.3.2）（テキスト p.23） 
 

 
図 4.3.2 [SUMIFS 関数]の選択 

 
4. 「合計対象範囲」に合計を求めたい合計点の範囲（今回は［G2］〜［G6］）を選択

します。（図 4.3.3） 
5. 合計点が 350 点以上の⽣徒を抽出しましょう。「条件範囲１」の欄に合計点の範囲

（今回は［G2］〜［G6］）を指定し、「条件１」の欄に「“>=350”」と⼊⼒します。 
6. 続いて出席数が５の⽣徒を抽出しましょう。「条件範囲２」の欄に出席数の範囲（今

回は［H2］〜［H6］）を指定し、「条件２」の欄に「“=5”」と⼊⼒します。「OK」
をクリックして、計算結果を確認しましょう。 

 
図 4.3.3 ［SUMIFS］のダイアログボックス 
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(4) 不合格者の平均点を計算するためには“条件に合うセルを抽出し、その平均を求める”こ
とができる［AVERAGEIFS 関数］を使います。 
1. 追加で合否を表⽰するセルを作成しましょう。最初に相⽥さんの合否を判定しま

す。 
2. セル［I2］をアクティブにします。 
3. 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。（図 4.4.1） 
4. ［IF 関数］を選択します。（図 4.4.2）（テキスト p.19） 

 

 
図 4.4.1 関数の挿⼊ダイアログボックスを開く 

 

 
図 4.4.2 ［IF 関数］の選択 
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5. ［IF 関数］の「関数の引数」ダイアログボックスが開きます。（図 4.4.3） 
 

 
図 4.4.3 ［IF 関数］のダイアログボックス 

 
6. ダイアログボックスの「値が真の場合」の欄に「合格」と⼊⼒、「値が偽の場合」

の欄に「不合格」と⼊⼒します。（図 4.4.4） 
注意：「“”」は⾃動で⼊⼒されるので必要ないです。 

 

 
図 4.4.4 ［IF 関数］の引数⼊⼒ 
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7. 「論理式」の欄を選択し、左側のプルダウンリストから［AND 関数］を選択しま
す。（図 4.4.5） 

 

 
図 4.4.5 プルダウンリストより AND 関数の選択 

 
8. ［AND 関数］のダイアログボックスが開きます。（図 4.4.6） 

 

 
図 4.4.6 ［AND 関数］のダイアログボックス 
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9. ⼀つ⽬の条件である合計点 350 点以上を指定します。「論理式１」の欄を選択し、
「合計点が⼊⼒されているセル［G2］≧350」→「G2>=350」と⼊⼒します。 
（図 4.4.7） 

10. ⼆つ⽬の条件である出席数 5 ⽇を指定します。「論理式２」の欄を選択し、「出席数
が⼊⼒されているセル［H2］＝5」→「H2=5」と⼊⼒します。 

11. 「OK」ボタンを押して「不合格」と判定されていることを確認しましょう。残り
の欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう。（図 4.4.8） 

 

 
図 4.4.7 ［AND 関数］の引数⼊⼒ 

 

 
図 4.4.8 オートフィルで残りの合否判定を⾏なう 
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12. セル［C12］をアクティブにします。 
13. 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。（図 4.4.9） 

 

 
図 4.4.9 関数の挿⼊ダイアログボックスを開く 

 
14. ［AVERAGEIFS 関数］を選択します。（図 4.4.10） 

 

 
図 4.4.10 ［AVERAGEIFS 関数］の選択 
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15. 「平均対象範囲」に平均を求めたい合計点の範囲（今回は［G2］〜［G6］）を選択
します。（図 4.4.11） 

16. 不合格の⽣徒を抽出しましょう。「条件範囲１」の欄に合否の範囲（今回は 
［I2］〜［I6］）を指定し、「条件１」の欄に「“=不合格”」と⼊⼒します。 

17. 「OK」をクリックして、計算結果を確認しましょう。（図 4.4.12） 
 

 
図 4.4.11 ［AVERAGEIFS 関数］の引数⼊⼒ 

 

 
図 4.4.12 不合格者平均点の計算結果 
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演習問題 5 
Excel2_practice_data2019.xlsx のシート「問題 5」を開いてください。 

(1) 初⽇(セル[A2])を 2020 年 4 ⽉ 1 ⽇として、オートフィルを⽤いて⽇付を埋めてくださ
い。セル[A15]が 4 ⽉ 14 ⽇になっていれば正解です。 

(2) 今回は⽇付に「4 ⽉ 7 ⽇」を、科⽬に「国語」を選択してください。このときに、得点
を表すセル[G3]に、選択した⽇付の、選択した科⽬の得点を表⽰するようにしてくださ
い。 

 
（１） ⽇付を⼊⼒するためには対象のセルに分数表記で⼊⼒する必要があります。 

１．セル[A2]をアクティブにして、「4/1」を⼊⼒し、Enter キーを打ちます。 

 
図 5.1.1 ⽇付の⼊⼒ 

 
２．セルの表記が⽇付になったことが確認できます。 

 
図 5.1.2 表記を確認 
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３．セル[A2]右下の⿊い■をクリック＆下にドロップで、セル[A3]以降に⽇付を⾃
動でコピーできます。 

   
図 5.1.3 オートフィルの実⾏    図 5.1.4 ⽇付をコピー 
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（２） 初めに、セル[E3]で４⽉７⽇を、セル[F3]で”国語”を選択します。 
 

1. （１）で正しく⽇付を⼊⼒すると、セル[E3]のプルダウンリストに⽇付の候補
を選択できるようになります。４⽉７⽇を選択します。セル[F3]では”国語”を
選択します。 
 

  
図 5.2.1 ⽇付の選択   図 5.2.2 科⽬の選択 

 
2. セル[G3]に関数を実装する前に、確認⽤セルで関数の挙動を確認しましょう。 

確認⽤セル[H6]をアクティブにして、「関数の挿⼊」から MATCH 関数を選択
します。 

 
図 5.2.3 MATCH 関数の選択 
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3. 検査値に科⽬（セル[F3]）、検査範囲に[A1]:[C1]を絶対参照で選択、照合の種
類は完全⼀致なので 0 を選択します。 

 
図 5.2.4 MATCH 関数の引数を⼊⼒ 

 
4. セル[H6]に”2”が出⼒されたことが確認できます。これを利⽤してセル[G3]に

関数を実装していきます。 
 

 
図 5.2.5 出⼒の確認 

 
5. セル[G3]をアクティブにして、関数の挿⼊から VLOOKUP 関数を選択します。 

 
図 5.2.6 VLOOKUP 関数の選択 
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6. 検査値に⽇付（セル[E3]）、範囲に左側の表、列番号に先程確認した MATCH
関数、検索⽅法は完全⼀致なので FALSE を選択します。検索値が⽂字化けし
ているように⾒えますが、表⽰上の差異なので問題ありません。 

 
図 5.2.7 VLOOKUP 関数の引数を⼊⼒ 

 
7. セル[G3]に”43”と出⼒されていれば完了です。確認として、⽇付や科⽬を変更

したときにも、選択した⽇付の、選択した科⽬の得点がセル[G3]に出⼒される
か確認してください。 

 
図 5.2.8 出⼒の確認 
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8. 別解として、VLOOKUP 関数の列番号に IFS 関数を⽤いることもできます。
セル[F3]が”国語”なら“2”を、”数学”なら”3”を出⼒すればよいので、IFS 関数
の引数は以下のようになります。 

 
図 5.2.9 IFS 関数の場合の引数 

9. この IFS 関数を VLOOKUP 関数の列番号として選択しても、同様の結果が出
⼒されます。 

 
図 5.2.10 VLOOKUP 関数の引数（IFS 関数の場合） 

 
しかし、IFS 関数はあまりお勧めしません。例えば科⽬数を増やしたりすると、
それだけ IFS 関数の論理式は増えるため、その都度引数を書き換える必要があ
ります。また、セルの列の位置が変わったりすると、返すべき列番号も変わっ
てきます。よって、列番号を直打ちすると⼤変危険です。 
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演習問題 6  
Excel2_practice_data2019.xlsx のシート「問題 6」を開いてください。 

(1) データ表から不要なデータ列、データ⾏を削除してみましょう。今回は「先⽣」の⾏と
「体育」の列を削除してください。 

(2) 各教科の平均点を求めてください。 
(3) 出席者のみの点数で各教科の平均点を求めます。⽋席者は 0 点となっているので、0 点

を計算に含めずに平均を求めてください。 
(4) 平均点の計算結果の表記を変更します。⼩数点下⼀桁まで表⽰してください。 
(5) (3)、(4)と同様に個⼈ごとの出席した試験の点数の平均を求めてください。結果は⼩数

点下⼀桁で表⽰しましょう。 
(6) 平均点から順位を決めてください。 
 
 
(1) 列や⾏を削除する⽅法は主に 2 通りあります。 

(ⅰ) 
1. 削除したい列（「体育」の列）の中から 1 つ、セルを選択します（図 6.1.1-1）。 

 
図 6.1.1-1 削除したい列からセルを選択 
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2. 「ホーム」タブ→「削除」→「シートの列を削除」をクリックします（図 6.1.1-2）。 

 
図 6.1.1-2 シートの列を削除 

 
3. 「体育」の列が削除されたことを確認しましょう（図 6.1.1-3）。 

 
図 6.1.1-3 「シートの列を削除」の結果 

 
4. 削除したい⾏（「先⽣」の⾏）の中から、セルを⼀つ選択します（図 6.1.1-4）。 

 
図 6.1.1-4 削除したい⾏からセルを選択 
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5. 「ホーム」タブ→「削除」→「シートの⾏を削除」をクリックします（図 6.1.1-5）。 

 
図 6.1.1-5 シートの⾏を削除 

 
6. 「先⽣」の⾏が削除されたことを確認しましょう（図 6.1.1-6）。 

 
図 6.1.1-6 「シートの⾏を削除」の結果 
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(ⅱ) 
1. 削除したい列（「体育」の列）を選択します。列番号（F）をクリックします 

（図 6.1.2-1）。 

 
図 6.1.2-1 削除したい列の選択 

 
2. 列番号を選択したまま、右クリック→「削除」をクリックします（図 6.1.2-2）。 

 
図 6.1.2-2 選択した列の削除 
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3. 「体育」の列が削除されたことを確認しましょう（図 6.1.2-3）。 

 
図 6.1.2-3 列を「削除」した結果 

 
4. 同様に削除したい⾏（「先⽣」の⾏）を選択します。⾏番号（6）をクリックします

（図 6.1.2-4）。 

 
図 6.1.2-4 削除したい⾏の選択 
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5. ⾏番号を選択したまま、右クリック→「削除」をクリックします（図 6.1.2-5）。 

 
図 6.1.2-5 選択した⾏の削除 

 
6. 「先⽣」の⾏が削除されたことを確認しましょう（図 6.1.2-6）。 

 
図 6.1.2-6 ⾏を「削除」した結果 
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(2) 平均点を求めるためには“平均”を求める[AVERAGE 関数]を利⽤します。 
1. 渡辺さんの下に平均点の欄を⽤意します。[B9]セルをアクティブにします（図 6.2.1）。 

 
図 6.2.1 平均点の欄を作成 

 
2. 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます（図 6.2.2）。 

 
図 6.2.2 関数の挿⼊ダイアログボックスを開く 

 
3. [AVERAGE 関数]を選択します（図 6.2.3）。 

 
図 6.2.3 [AVERAGE 関数]の選択 
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4. 平均点を求めるセルの範囲を選択します（今回は[B3]〜[B8]）（図 6.2.4）。 

 
図 6.2.4 平均点を求めるセル範囲の選択 

 
5. 「Enter」キーを押して合計点が算出されていることを確認しましょう。 
6. 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう（図 6.2.5）。 

 
図 6.2.5 オートフィルで残りの平均点を算出 
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(3) 出席者のみの点数で各教科の平均点を求めるために、[AVERAGEIF 関数]を利⽤します。 
1. 先ほどの平均点の欄の下に出席者の平均の欄を⽤意します（図 6.3.1）。また、⽂字全
体を⼀つのセルの中に表⽰するためには、セルを選択した状態で「ホーム」タブ→「配
置」→「折り返して全体を表⽰する」をクリックします。 

 
図 6.3.1 出席者の平均点の欄を作成 

 
2. 国語の平均点から求めていきましょう。セル[B10]をアクティブにします。 
3. 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。 
4. [AVERAGEIF 関数]を選択します（図 6.3.2）。 

 
図 6.3.2 [AVERAGEIF 関数]の選択 
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5. 範囲に条件を指定したい範囲を選択します（今回は[B3]〜[B8]）。条件には 0 以外を
表す「”<>0”」と⼊⼒します。平均対象範囲に平均点を求めるセルの範囲を選択します
（今回は[B3]〜[B8]）（図 6.3.3）。 

 
図 6.3.3 セル範囲、条件の指定 

 
6. 「Enter」キーを押して平均点が算出されていることを確認しましょう。 
7． 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう（図 6.3.4）。 

 
図 6.3.4 オートフィルで残りの平均点を算出 
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(4) 計算結果の表⽰を変更します。 
1． 計算した平均点の範囲を指定します（今回は[B9]〜[E10]）（図 6.4.1）。 

 
図 6.4.1 表⽰を変更したい範囲を選択 

 
2． 「ホーム」タブ→「数値」の中から「⼩数点以下の表⽰桁数を減らす」をクリック

します（図 6.4.2）。 

 
図 6.4.2 ⼩数点以下の表⽰桁数を減らす 

 
3． ⼩数点下⼀桁の表⽰となるまで繰り返しクリックします。 
4． ⼩数点下⼀桁の表⽰となったことを確認しましょう（図 6.4.3）。 

 
図 6.4.3 ⼩数点以下 1 桁の表⽰結果 
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(5) 個⼈ごとの平均点を計算します。 
1． 社会の欄の横に平均の欄を⽤意します（図 6.5.1）。 

 
図 6.5.1 個⼈ごとの平均点の欄を作成 

 
2． 佐藤さんの平均点から求めていきましょう。セル[F3]をアクティブにします。 
3． 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。 
4． [AVERAGEIF 関数]を選択します（図 6.5.2）。 

 
図 6.5.2 [AVERAGEIF 関数]の選択 
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5． 範囲に条件を指定したい範囲を選択します（今回は[B3]〜[E3]）。条件には 0 以外
を表す「”<>0”」と⼊⼒します。平均対象範囲に平均点を求めるセルの範囲を選択
します（今回は[B3]〜[E3]）（図 6.5.3）。 

 
図 6.5.3 セルの範囲、条件の指定 

 
6． 「Enter」キーを押して平均点が算出されていることを確認しましょう。 
7． 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう（図 6.5.4）。 

 
図 6.5.4 オートフィルで残りの平均点を算出 

 
8． その状態のまま、「ホーム」タブ→「数値」の中から「⼩数点以下の表⽰桁数を減ら

す」か「⼩数点以下の表⽰桁数を増やす」をクリックします（図 6.5.5）。 

 
図 6.5.5 ⼩数点以下の表⽰桁数を増やす、減らす 

 
9． ⼩数点下⼀桁の表⽰となるように 8 の作業を繰り返します。 
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10． ⼩数点下⼀桁の表⽰となったことを確認しましょう（図 6.5.6）。 

 
図 6.5.6 ⼩数点以下 1 桁の表⽰結果 
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(6) （5）にて求めた平均点から個⼈順位を計算します。 
1． 平均の欄の横に順位の欄を⽤意します（図 6.6.1）。 

 
図 6.6.1 個⼈ごとの順位の欄を作成 

 
2． 佐藤さんの順位から求めていきましょう。セル[G3]をアクティブにします。 
3． 「fx」と書かれたボタンから関数の挿⼊ダイアログボックスを開きます。 
4． [RANK 関数]を選択します（図 6.6.2）。 

 
図 6.6.2 [RANK 関数]の選択 

 
 

5． 数値に順位を調べたい対象を⼊⼒します。参照に順位を求めたいセルの範囲を⼊⼒
します（今回は[F3]〜[F8]）。順序は空欄のままにしておきます（図 6.6.3）。 
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図 6.6.3 数値と参照範囲の選択 

 
6． 参照に⼊⼒したものを再び選択します。この状態のまま「F4」キーを押してくださ

い（図 6.6.4）。この状態のことを絶対参照と呼び、オートフィルを利⽤した際に範
囲がずれることを防ぎます。 

 
図 6.6.4 参照範囲を絶対参照に変更 

 
7． 「Enter」キーを押して順位が算出されていることを確認しましょう。 
8． 残りの欄はオートフィルを活⽤して埋め、計算結果を確認しましょう（図 6.6.5）。 

 
図 6.6.5 オートフィルで残りの順位を求める 


